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一彦）総合医学社、2011 年 1 月 30 日発行、P.707 

 

43)砂田圭二郎：ダブルバルーン内視鏡検査。Visual 小腸疾患診療マニュアル 

診療のポイントとコツ（編集：山本博徳、砂田圭二郎、矢野智則）メジカルビ

ュー社、2011 年 11 月 1 日（第 1 版第 1 刷発行）P.62-78 

 

44)砂田圭二郎、山本博徳：ディスポーザブル高周波ナイフ「SAFEKnife V」

「SAFEKnife H」。臨床消化器内科 26(10): 1445-1447, 2011 

 

45)砂田圭二郎、山本博徳：内視鏡的バルーン拡張術。IBD（炎症性腸疾患）を

究める（編集：渡辺守）メジカルビュー社、2011 年 11 月 1 日(第 1 版第 1 刷発

行) P.202-209 

 

46)和田伸一、佐藤貴一：抗血栓療法と観血的処置—消化器内科の立場よりー。



わかりやすい血栓と止血の臨床（編集：（社）日本血栓止血学会）南江堂、2011

年 6 月 10 日発行、P.217-219 

 

47)山本博徳：ダブルバルーン内視鏡—技術的側面におけるコツ。消化器内視鏡

23(2): 321-326, 2011 

 

48)山本博徳：3 つの基本原理。Dr.山本の大腸内視鏡挿入法—“慣れ”より “理論” ! 

3 つの基本原理—（編著：山本博徳）南江堂、2011 年 5 月 15 日発行、P. 2-4 

 

49)山本博徳：挿入の 3 つのテクニックをうまく適応する方法。Dr.山本の大腸

内視鏡挿入法—“慣れ”より “理論” ! 3 つの基本原理—（編著：山本博徳）南江堂、

2011 年 5 月 15 日発行、P. 4-5 

 

50)山本博徳：消化器 Q&A どうしました？ 小腸内視鏡とはどんな検査で何を調

べるの？。消化器 now 第 53 号、2011 年 6 月 20 日発行、P.6 

 

51)山本博徳：小腸内視鏡挿入観察法—バルーン法を中心に。改訂第 3 版内視鏡

診断のプロセスと疾患別内視鏡像［下部消化管］（監修：田尻久雄）日本メディ

カルセンター、2011 年 10 月 25 日（第 3 版 1 刷発行）P. 57-65 

 

52)矢野智則：出血をきたす疾患。小腸内視鏡所見から診断へのアプローチ（編

集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）医学書院、2011 年 10 月 15 日（第 1 版第

1 刷発行）P. 50-51 

 

53)矢野智則：（症例提示）海綿状リンパ管腫。小腸内視鏡所見から診断へのア

プローチ（編集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）医学書院、2011 年 10 月 15

日（第 1 版第 1 刷発行）P. 68-69 

 

54)矢野智則：（症例提示）血管腫。小腸内視鏡所見から診断へのアプローチ（編

集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）医学書院、2011 年 10 月 15 日（第 1 版第

1 刷発行）P. 70-71 

 



55)矢野智則：（症例提示）小腸血管性病変 Type 1. 小腸内視鏡所見から診断へ

のアプローチ（編集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）医学書院、2011 年 10

月 15 日（第 1 版第 1 刷発行）P. 122-123 

 

56)矢野智則：（症例提示）小腸血管性病変 Type 2. 小腸血管性病変 Type 3. 小

腸内視鏡所見から診断へのアプローチ（編集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）

医学書院、2011 年 10 月 15 日（第 1 版第 1 刷発行）P. 124-125 

 

57)矢野智則：（症例提示）膿原性肉芽腫。小腸内視鏡所見から診断へのアプロ

ーチ（編集：松井敏幸・松本主之・青柳邦彦）医学書院、2011 年 10 月 15 日（第

1 版第 1 刷発行）P. 126-127 

 

58)矢野智則：小腸疾患診断の進め方。Visual 小腸疾患診療マニュアル 診療の

ポイントとコツ（編集：山本博徳、砂田圭二郎、矢野智則）メジカルビュー社、

2011 年 11 月 1 日（第 1 版第 1 刷発行）P. 10-16 

 

59)矢野智則：小腸血管性病変。Visual 小腸疾患診療マニュアル 診療のポイン

トとコツ（編集：山本博徳、砂田圭二郎、矢野智則）メジカルビュー社、2011

年 11 月 1 日（第 1 版第 1 刷発行）P. 216-226 

 

60)矢野智則：消化管再建術後例でのスコープ挿入法・カニュレーション。消化

器内視鏡 23(3):418-423, 2011 

 

61)矢野智則、西村直之、三浦義正、新畑博英、佐藤博之、林芳和、宮田知彦、

砂田圭二郎、山本博徳：小腸腫瘍 1)良性。日本内科学会雑誌 100(1): 102-107, 

2011 

 

62)矢野智則、西村直之、砂田圭二郎、佐藤博之、新畑博英、三浦義正、坂本博

次、林芳和、宮田知彦、山本博徳：小腸腫瘍の診断。INTESTINE 15(2):123-128, 

2011 

 

 



（D）その他 

 

1)東澤俊彦：（講演）肝硬変・肝癌の治療。市民公開講座「肝疾患の病態と治療」、

自治医科大学、2011 年 1 月 16 日 

 

2)礒田憲夫：B型慢性肝炎の最新知見 ―症例を中心に―。 B型肝炎治療経験

交流会、水戸、2011年 5月 25日 

 

3)礒田憲夫： 肝疾患を予防するために ―ウイルス性肝炎と肥満ー。市民公

開講座、真岡、2011年 7月 3日 

 

4)礒田憲夫： C型肝炎は治せる時代へ! C型肝炎の最新治療。市民公開講座、 

宇都宮、2011年 9月 4日 

 

5)礒田憲夫：B型肝炎集団訴訟における医療機関の対応について。第 5回栃木県

肝炎専門医講習会、自治医大、2011年 9月 22日 

 

6)礒田憲夫：（一般講演総括）第 3 回栃木肝細胞癌セミナー、宇都宮、2011 年

11月 11日 

 

7)伊藤 誉，堀江久永，冨樫一智，清水徹一郎，田原真紀子，巷野佳彦，田中

宏幸，井上賢之，熊野秀俊，鯉沼広治，宮倉安幸，安田是和，宮田知彦，砂田

圭二郎，山本博徳 ：外科的追加切除例からみた内視鏡摘除後の大腸 SM

癌追加腸切除基準の評価。第 42 回栃木県癌治療懇話会，宇都宮市，2011 年 7

月 9 日 

 

8)三浦義正：（講演）FICE 拡大観察の実際。分光画像内視鏡研究会第 6 回研究

集会、東京、2011 年 1 月 29 日 

 

9)三浦義正：SAFEKnifeV を用いた新たな ESD~上部から下部まで~。第 2 回栃

木 ESD フォーラム、宇都宮、2011 年 7 月 20 日 

 



10)三浦義正、吉澤充代、當摩祥子、林芳和、佐藤博之、新畑博英、西村直之、

竹澤敬人、矢野智則、砂田圭二郎、大澤博之、佐藤貴一、山本博徳：食道 ESD

亜全周切除症例に対する術後狭窄予防のステロイド局注の治療成績。第 54 回栃

木県消化器内視鏡研究会、宇都宮、2011 年 11 月 12 日 

 

11)村山梢：（講演）上皮下進展からみたバレット食道癌診断における FICE の

有用性。分光画像内視鏡研究会第 6 回研究集会、東京、2011 年 1 月 29 日 

 

12)武藤弘行：（教育講演）H.pylori 感染と腸上皮化生の分子機序。第 17 回日本

ヘリコバクター学会学術集会、富山、2011 年 6 月 25 日 

 

13)武藤弘行：（監修）UEGW Congress News 日本語版 2011 (lssue 2 & 3)  

 

14)沼尾規且、牛尾純、岡田昌浩、竹澤敬人、畑中恒、冨山剛、和田伸一、玉田

喜一、菅野健太郎、遠藤和洋、小泉大、佐田尚宏、鈴木司、仁木利郎、福嶋敬

宜：膵頭部腫瘍の 1 例。第 19 回東京膵臓研究会、東京、2011 年 10 月 29 日 

 

15)大澤博之：（監修）UEGW Congress News 日本語版 2011 (lssue 1)  

 

16)大澤博之：（監修）DDW Daily News 日本語版 2011 (5 月 10 日発行)  

 

17)大澤博之：（特別講演）新時代を迎える新たな経鼻内視鏡診断。新時代を迎

える新たな経鼻内視鏡診断セミナー、東京、2011 年 2 月 17 日 

 

18)大澤博之：（特別講演）消化管粘膜障害の実態と対策。芳賀郡市薬剤師会学

術講演会、真岡市、2011 年 4 月 8 日 

 

19)大澤博之：FICE 併用経鼻内視鏡検診の技術指導。筑波メディカルセンター、

2011 年 4 月 22 日 

 

20)大澤博之：（講演）新時代を迎える経鼻内視鏡診断。浦和医師会 胃がん検

診講演会、浦和、2011 年 6 月 2 日 

 



21)大澤博之：FICEの進化とNSAIDsによる消化管粘膜障害のマネージメント。

社内招聘講演会、宇都宮、2011 年 6 月 10 日 

 

22)大澤博之：(講演)FICE による上部消化管内視鏡診断の進歩。分光画像内視

鏡研究会第 7 回研究集会、東京、2011 年 7 月 16 日 

 

23)大澤博之：(講演)最近の抗潰瘍剤についての話題と使い分け。Nakano Power 

up Seminar（大塚製薬 Live On セミナー）、東京、2011 年 8 月 1 日 

 

24)大澤博之：（講演）上部消化管疾患の診断と治療の進歩。結城市医師会学術

講演会、結城市、2011 年 9 月 14 日 

 

25)大澤博之：（講演）上部消化管疾患に対する最新の医学的知見の普及。つく

ば市医師会学術講演会、つくば市、2011 年 9 月 28 日 

 

26)大澤博之：（サテライトシンポジウム）経鼻内視鏡でどこまで見えるか。第

82 回日本消化器内視鏡学会総会、福岡、2011 年 10 月 21 日 

 

27)大澤博之：（特別講演）上部消化管疾患の診断と治療の進歩。小山地区医師

会学術講演会、小山、2011 年 11 月 22 日（日本医師会生涯教育認定講座） 

 

28)大澤博之：（特別講演）上部消化管疾患の診断と治療の進歩。水郷医師会学

術講演会、茨城県行方市、2011 年 11 月 24 日 

 

29)大澤博之：（特別講演）上部消化管疾患の診断と治療の進歩。高崎地区 ACID 

FORUM、高崎、2011 年 12 月 7 日 

 

30)坂本博次：腸上皮化生の発生における遺伝子発現の変化。第 10 回自治医科

大学シンポジウム、自治医科大学、2011 年 9 月 5 日 

 

31)佐々尾航、大澤博之、三浦義正、吉澤充代、山本博徳、菅野健太郎：FICE

による胃前庭部毛細血管拡張症(GAVE)診断。分光画像内視鏡研究会第 7 回研究



集会、東京、2011 年 7 月 16 日 

 

32)佐々尾航、砂田圭二郎、矢野智則、村山梢、廣澤拓也、牛尾純、畑中恒、竹

澤敬人、新畑博英、西村直之、三浦義正、林芳和、佐藤博之、山本博徳、菅野

健太郎：厳重な内科的治療と内視鏡的バルーン拡張術により、さらなる腸管切

除による短腸症候群を回避しえた Crohn 病による術後吻合部狭窄の一例。北関

東甲信越 GUT フォーラム、東京、2011 年 11 月 19 日 

 

33)佐藤博之：（ミニレクチャー）炎症性腸疾患についてーちょっとした話—。

第 1 回足利腸疾患カンファレンス、足利、2011 年 2 月 5 日 

 

34)新畑博英：（会議）非特異性多発性小腸潰瘍症班会議、東京、2011 年 7 月 15

日 

 

35)新畑博英：（講義）早期大腸癌に関する内視鏡治療の適応と実際。平成 23 年

度 大学院 臨床腫瘍学講義、自治医科大学、2011 年 10 月 14 日 

 

36)菅野健太郎：（編集顧問）UEGW Congress News 日本語版 2011  

 

37)菅野健太郎：序。G.I.Research 19(5): 409-411, 2011 

 

38)菅野健太郎：序。低用量アスピリン・NSAIDs 潰瘍対策ハンドブック（編集：

菅野健太郎）先端医学社、2011 年 9 月 30 日（第 1 版第 1 刷発行）P.1-2 

 

39)菅野健太郎：（編集）低用量アスピリン・NSAIDs 潰瘍対策ハンドブック、

先端医学社、2011 年 9 月 30 日（第 1 版第 1 刷発行） 

 

40)菅野健太郎：（編集後記）消化器医学 9: 95, 2011 

 

41)菅野健太郎：（編集後記） Review of Gastroenterology & Clinical 

Gastroenterology and Hepatology 6(1): 63-64, 2011 

 



42)菅野健太郎：APT Digest Vol.14 No.2 の編集にあたって。APT Digest 14(2): 

4-5, 2011 

 

43)菅野健太郎：（基調講演）わが国の「慢性胃炎」は何処へ向かうのか？〜

FUTURE Treatment of Dyspepsia. ガスター学術講演会、東京、2011 年 2 月 5

日 

 

44)菅野健太郎：（代表・当番世話人）第 15 回小腸内視鏡研究会、東京、2011

年 2 月 26 日 

 

45)菅野健太郎：（理事長講演）日本消化器病学会診療ガイドラインと今後の課

題。第 97 回日本消化器病学会総会、東京、2011 年 5 月 14 日 

 

46)菅野健太郎：（シンポジウム）日本消化器病学会専門医制度・卒後教育改革

について。第 54 回日本糖尿病学会年次学術集会、札幌、2011 年 5 月 21 日 

 

47)菅野健太郎：（特別講演）NSAID/LDA による消化管傷害と予防。第 27 回「胃

と腸の会」、長野、2011 年 5 月 27 日(日本医師会生涯教育講座) 

 

48)菅野健太郎：（特別講演）NSAID/LDA による消化管障害と予防。第 14 回三

重臨床消化器研究会、津市、2011 年 7 月 16 日 

 

49)菅野健太郎：（シンポジウム）消化器内科医から見た消化管出血の実態と対

策。第 20 回日本心血管インターベンション治療学会学術集会、大阪、2011 年 7

月 22 日 

 

50)菅野健太郎：（ランチョンセミナー）アスピリン潰瘍診療医の立場から。第

36 回日本脳卒中学会総会、京都、2011 年 7 月 30 日 

 

51)菅野健太郎：（特別講演）肥満と消化管疾患。第１６回 TJC 夏季学術講演会、

鳥取市、2011 年 8 月 6 日 

 



52)菅野健太郎：（特別講演）NSAID/LDA による消化管障害とその対策。第 8

回両毛胃を考える会、足利市、2011 年 8 月 24 日（日本医師会生涯教育講座） 

 

53)菅野健太郎：（日本消化器病学女性医師・研究者の会）消化器病学における

女性医師の役割：期待と提言。第 53 回日本消化器病学会大会、DDW2011, 福

岡、2011 年 10 月 21 日 

 

54)菅野健太郎：（代表世話人）第 5 回機能性ディスペプシア研究会、宇都宮、

2011 年 11 月 4 日 

 

55)菅野健太郎：（特別講演）NSAIDs・LDA 潰瘍の予防。第 17 回紀南消化器の

会、和歌山県田辺市、2011 年 11 月 19 日（日本医師会生涯教育講座） 

 

56)菅野健太郎：（特別記念講演）消化器病研究の将来展望。小石川消化器病フ

ォーラム第 40 回記念大会、東京、2011 年 11 月 24 日（日本医師会生涯教育講

座） 

 

57)菅野健太郎：MAGIC 研究 今後の方針。 MAGIC 研究会 第 4 回中間検討

会、東京、2011 年 11 月 26 日 

 

58)菅野健太郎（司会）、日比紀文、畠山勝義：（総合討論）第 140 回日本医学会

シンポジウム、東京、2011 年 6 月 9 日 

 

59)菅野健太郎（座長）、加藤元嗣、梅垣英次、後藤信哉、宗圓聰、木下芳一、

上村直実：（座談会）薬剤起因性消化管傷害に対する最新の話題。THE GI 

FOREFRONT 7(1): 69-76, 2011 

 

60)菅野健太郎、上西紀夫、井廻道夫：（編集）消化器疾患最新の治療 2011-2012、

南江堂、2011 年 2 月 25 日発行 

 

61)砂田圭二郎：（特別講演）大腸内視鏡の最近の話題。上都賀郡市医師会学術

講演会、鹿沼市、2011 年 6 月 23 日 

 



62)砂田圭二郎：（特別講演）大腸疾患の臨床と新しい話題。塩谷郡市医師会学

術講演会、さくら市、2011 年 11 月 15 日 

 

63)砂田圭二郎、宮田知彦：（編集協力）Dr.山本の大腸内視鏡挿入法—“慣れ”よ
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念の確立。第 97 回日本消化器病学会総会、東京、2011 年 5 月 13 日 

 

山本博徳：（司会）日本消化器病学会関東支部 第 18 回教育講演会、東京、2011

年 6 月 26 日 

 

山本博徳：（座長）第 2 回栃木 ESD フォーラム、宇都宮、2011 年 7 月 20 日 

 

山本博徳：（司会）第 35 回日本消化器内視鏡学会セミナー、名古屋、2011 年 8

月 19 日 

 

山本博徳：（座長）術後腸管における ERCP –ダブルバルーン内視鏡(DBE)を用

いた ERCP(DB-ERCP)の実際の手技とコツ- ～安全な ESD のコツとポイント

～。TV Takeda Alimentary Conference、東京、2011 年 9 月 8 日 

 

山本博徳：（座長）教室紹介、報告。第 12 回自治医科大学消化器内科学教室、

宇都宮、2011 年 9 月 11 日 

 

山本博徳：（司会：ワークショップ）小腸疾患の診断と治療。第 82 回日本消化

器内視鏡学会総会、福岡市、2011 年 10 月 22 日 

 

山本博徳：（司会：ランチョンセミナー）第 82 回日本消化器内視鏡学会総会、

福岡、2011 年 10 月 22 日 

 



山本博徳：（座長：ランチョンセミナー）第 49 回小腸研究会、東京、2011 年 11

月 12 日 

 

山本博徳：（司会：ランチョンセミナー）SAFEKnife を用いた安全かつ迅速な

ESD のコツ。第 98 回日本消化器病学会九州支部例会、長崎市、2011 年 11 月

18 日 

 

山本博徳：（司会：ランチョンセミナー）内視鏡治療における処置具の安全な使

用法と技師の役割。第 60 回九州消化器内視鏡技師研究会、長崎市、2011 年 11

月 19 日 

 

山本博徳、五十嵐正広：（司会：シンポジウム）第 81 回日本消化器内視鏡学会

総会、名古屋、2011 年 8 月 17 日 

 

矢野智則：（座長）第 7 回日本消化管学会、京都、2011 年 2 月 18 日 

 

Sugano K:(Chairperson;H.pylori & Gastric Cancer) Asian Pacific Digestive 

Week (APDW 2011), Singapore, October 3, 2011 

 

 


